
看護師の資格を持った者がさらに1年間かけて助産に特化した専門プログラムを受講することで、社会人
（看護師）のキャリアアップを目指す。

事例 「看護専門課程 助産学科」（京都府、京都府医師会看護専門学校 ）

看護の基礎教育を基に、さらに助産に必要な専門的な知
識・技術・態度を養うとともに、女性やその家族にとって安
全・安楽で満足のいく質の高い助産サービスが提供できるか
を追求。

また、助産学の立場から、責任をもって主体的に問題解
決に取り組める人材を育成することを目指す。

臨地実習では、京都市内・京都府北部地方での施設と
連携し、地域に密着した妊産婦援助の実際や助産師が自
然出産を独立して行うことの実際を学び、地域医療に貢献
できる責任感のある人材育成に企業と学校が連携

全日制の1年間で、助産に関する専門分野の学習に専
念できる。（1クラス20名）

※社会人受講者数2020年度４人/20人
【社会人が受講しやすいための工夫】
・学び方の支援（自習室、学習方法のアドバイス等）
・行事参加など、可能な限り柔軟に対応
・卒業後進路、卒業生の相談対応等の支援

概要

• 看護師の資格を持った人が、1年間の修学で助産師国家試験
受験資格及び受胎調節実施指導員申請資格を取得するため
のカリキュラム。

• 基礎助産学・助産診断技術学・地域母子保健・助産管理
（19単位510時間）

助産のための基礎知識を学ぶ。
女性など助産の対象となる方々の理解を深めるための授業。

• 助産学実習（11単位495時間）
一人の学生が、10例程度のお産に、また、妊娠期からお産
後までを継続して一人の女性に寄り添うことで、お産とその前
後の大切な時期を学ぶ。
他に、性教育実践や助産院や保健センターでの実習もある。

• 0時間授業
知識の定着、国家試験対策として、毎日小テストを実施。

• 助産師として役立つ資格の取得
新生児蘇生法、母体急変時の初期対応ベーシックコースを卒業
に際し、受講。

「キャリア形成促進プログラム」の実践事例「キャリア形成促進プログラム」の実践事例

主なカリキュラム


